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はじめに

　社会的にも、スマートフォン、ウェア
ラブル端末の普及による IoT（Internet 
of Things：機器間のインターネット）
環境の進行はお客さまのライフスタイ
ルに大きな変化をもたらしており、情
報通信環境がホテルの快適性や競争
力に大きく影響を与える「情報主導」
の社会に変化しています。
　ホテルにおける情報通信の活用は、
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お客さまが使用する電話・インターネッ
トのほか、スタッフ間の連絡手段、お
客さま情報の管理や映像配信等のサー
ビス提供、また客室制御や建物設備の
統合制御、建物のエネルギー管理等、
ホテル運営に係わる処理等まで大幅に
拡大しています。
　これら目的ごとに複雑化する情報通
信環境には、ネットワーク計画と整合
をとり将来を見越した計画が必要です。

情報通信を守るためには

「電気」、「水」、「ガス」に並ぶインフ
ラである「通信」の重要性は急速に高
まっており、情報通信環境構築時にさ
らなる信頼性向上を目的とした計画・
設計が必要となっています。
　情報通信環境の信頼性確保を考えた
とき、リアル空間とサイバー空間の対
応に大別されます。サイバー空間につ
いてはサイバーセキュリティ（情報セ
キュリティ）として別稿に掲載されまし
たので、今回はリアル空間の信頼性確
保について説明します。
　リアル空間の信頼性確保は物理的な
保護が重要な要素となります。保護対
象は通信機器類、通信ケーブルであり、
外的要因（第三者による切断等）によ
る損傷や、火災、水、雷等の災害から
の保護に分けられます。
　物理的な保護の前提条件として、
A. 情報通信用途（ネットワーク計画）
の分類、B. 何から保護するかを整理し、
①～⑤の信頼性検討を行ないます。

A. 情報通信用途（ネットワーク計画）
の分類
・ホテル用ネットワーク（お客さまサー
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ビス用、ホテル運営用）
・建物設備用ネットワーク

B. 何から保護するか
・切断、焼損、水損、雷等（近年、雷
は気圧の急変動により落雷が多発して
いるため重要な要素となっている）

信頼性検討項目
① 通信キャリアの冗長化検討

・単一キャリアまたは複数キャリア
② 建物（敷地）への引込経路検討

・単一経路または複数経路
（重要ネットワークは複数経路が望ま
しい）

③ 建物内ネットワーク経路および設備
の冗長化検討
・冗長化対象ネットワークの決定
・単一経路　または　複数経路（重
要ネットワークは専用区画、複数経
路が望ましい）
・冗長化対象設備の決定（通信機器、
ケーブル、電源、空調）

④ 情報通信関連室区画の検討
・専用区画を構成する対象室と区画
方法の決定（重要機器室は専用区
画が望ましい）
・データベースのクラウド化

⑤ 更新時の対応検討
・将来更新スペースの確保

　ホテルとしてこれらを考慮すること
は、情報通信環境の信頼性を向上させ
るだけでなく、多様化する将来的なホ
テルサービスの提供にもつながります。
　ネットワークは有線、無線を問わず
情報通信機器、ケーブルから構成され、
時代に合わせたバージョンアップが必
要です。サイバー空間の保護に比べて重要度を増す守られた情報通信環境
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リアル空間の保護は建物構造に影響さ
れるため長期的な視野で計画する必要
があります。

今後の方向性

　近年のインターネット利用の増大と
IoT の 普 及 により ICT（Information 
and Communications Technology：
情報通信技術）はより進化しています。
この変化により、さまざまな情報がネッ
トワークを通じて入手できる環境となっ
ており、ビッグデータ（Big Data：ビッ
グデータ）の利活用が快適性の向上
や競争力強化へのカギとなっています。
　今後のホテルにおいて、ビッグデー
タを利用した運用、サービス提供が充
実することから、情報通信環境の信頼
性確保がますます重要となります。
　信頼性確保はスペースの有効利用
や建設コストとのトレードの関係になる
ため慎重な判断が必要ですが、強い
情報通信環境を利用したサービスの提
供により日本のホテルが高い競争力を
得ることを期待します。

図 1　情報通信用途の分類例

図 2　重要機器の保護イメージ


